
年度　授業計画（シラバス）

15 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

令和7

学        科 薬業科 科　目　区　分 基礎分野 授業の方法 講義

科  目  名 生活化学 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

対 象 学 年 1年生 学期及び曜時限 教室名

担 当 教 員 石橋　知明
実務経験と

その関連資格

出席を大切にしてください。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

日常生活シーンで汎用される化学成分に関して基本的な知識を有し、専門家として購入者へ正しく情報提供出来る様になる
ことが目的

出席・テスト

アカカベ作成資料

講義内容の復習

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

市販消毒薬の使い分けを購入者へ説明できる

アカカベ商品部
作成資料抜粋

講義内容の復習

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

衣料用洗剤の基礎知識を説明できる・・・（ファブリックケア）
アカカベ商品部
作成資料抜粋
※花王様協力

講義内容の復習

各コマに
おける

授業予定

細菌とウイルスの違いを理解し、
各々の消毒成分の抗菌スペクトルを知る

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

DRGストアにおいて取扱いのある
「衛生医療品」を具体的に把握し説明できる

アカカベ商品部
作成棚割表

講義内容の復習

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

DRGストアにおいて取扱いのある
「衣料用洗剤」を具体的に把握し説明できる

アカカベ商品部
作成棚割表

各コマに
おける

授業予定

取扱い表示/洗濯機使用のステップ
/衣料用洗剤の種類/漂白剤の種類/柔軟仕上げ剤/のり剤/消
臭剤

各コマに
おける

授業予定

弊社衛生医療定番棚割りを活用
→単品ごとに使用方法や使い分けを説明

各コマに
おける

授業予定

弊社衣料用洗剤定番棚割りを活用
→単品ごとに特徴・使用方法や使い分けを説明

講義内容の復習

講義内容の復習
各コマに
おける

授業予定

汚れの種類/住居に使われている材質/成分・洗剤・用具
/台所用洗剤/食器用洗剤/殺菌・除菌・抗菌の違い/品質表示
法

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

お掃除の基礎知識を理解し説明できる
（ホームケア：バス・トイレ・リビング・キッチン）

アカカベ商品部
作成資料抜粋
※花王様協力

第
4
回



第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

カビについて学び説明できる・・・（カビ編・カビ取り剤編）
アカカベ商品部
作成資料抜粋
※Ｊ＆Ｊ様協力

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

総まとめ　復習回

講義内容の復習

講義内容の復習

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

総まとめ　復習回

土田作成試験

各コマに
おける

授業予定

カビとは/種類/健康被害/予防
/分類/メカニズム/法規制/正しい使い方；混ぜるな危険

第
9
回

授業を
通じての
到達目標

石橋作成まとめ

各コマに
おける

授業予定
総まとめ　復習回

講義内容の復習

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定
総まとめ　復習回

第
11
回

授業を
通じての
到達目標

第
10
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

第
13
回

授業を
通じての
到達目標

第
12
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

第
15
回

授業を
通じての
到達目標

第
14
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定


